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1. はじめに 
近年，電子小説や小説投稿サイトなどの発展により，時

間や場所を問わずに小説を読めるようになった．一方，小

説数の増加によって，個人の嗜好に合う作品を探すことは

難しくなった．また，隙間時間を利用した読書が容易にな

ったが，一冊を読み終えるまでの時間は長くなり，それま

での内容を振り返るための読み返しが増加している．我々

は，物語の展開や登場人物の特徴に関する嗜好を用いた小

説検索やあらすじ生成などにより，これらの問題を軽減で

きると考えている． 
本研究では，小説テキストから抽出した人物情報を利用

した検索支援やあらすじ生成を目的にする．本稿では，フ

ァンタジー小説の本文から抽出した人物情報の構造化に向

け，パターンマッチング手法および固有表現抽出手法に基

づく人物属性の抽出手法の抽出性能を比較し，考察する． 

2. 人物情報抽出手法の検討 
筆者らは，先行研究[1]において，深層学習を用いた系列
ラベリングモデルによって，ファンタジー小説の本文から

人物情報を抽出する手法を検討した．本稿では，辞書や規

則とのパターンマッチングを用いた既存手法[2]と，先行研
究[1]で教師データに付与したタグを用いる提案手法それぞ
れでの抽出性能を評価する．以下，既存手法と提案手法に

ついて述べる． 

2.1 既存手法 

パターンマッチングによる人物情報の抽出手法として，

馬場らが提案した人物情報の抽出手法[2]を利用する．馬場
らの抽出手法は，小説テキストを文単位に分割し，形態素

解析の結果に基づき人名を抽出する．そして，辞書と規則

を用いて人名の周辺文脈（形式段落）から人物属性（性別，

年齢，年代，職業，身体的特徴，性格）を抽出する．なお，

馬場らの抽出手法の再現にあたり，形態素解析器は，デー

タセットの都合上，ipadicを利用した MeCabを使用し，年
代も考慮しない．また，抽出に利用した辞書も公開されて

いないため，再現可能な範囲での実装となる． 
人名については，品詞に「人名」を含みかつ「接尾」を

含まない形態素を人名として抽出する．そして，抽出した

人名を含む形式段落から，人手で作成した規則と表層一致

した表現を，その人物の人物属性として紐づける． 以下，
人物属性（性別，年齢，職業，身体的特徴，性格）の抽出

方法について説明する． 
性別は，性別（男性 or 女性）を付与した性別辞書との
マッチングにより抽出する．同一人物に対して男性を表す

語と女性を表す語の両方が出現する場合，テキスト全体で

多く出現している性別を採用する．馬場らの論文[2]には，
性別辞書の内容が明示されていないため，相当すると考え

られる 75語を辞書に登録した． 
年齢は，「（数値表記）+（歳，または，才）」といっ
た規則により抽出する．数値表記として，半角数字，全角

数字，漢数字に対応する．馬場らの論文[2]に従い，同一人
物に対して出現する全ての年齢表記を年齢として付与する． 
職業は，職業辞書とのマッチングにより抽出する．同一

人物に対し，複数抽出された場合は全ての職業を採用する．

なお，職業辞書は，馬場らの論文[2]に準じて，角川類語新
辞典[3]に収録されている職業 2,261語を参考に作成した． 
身体的特徴は，CaboCha による係り受け解析の結果に対
して，以下の 3つの規則により抽出する． 
l 「身体を表す語」+ (が｜は) + ({形容詞}｜{名詞}) 
l {形容詞}+「身体を表す語」 
l {名詞}+の+「身体を表す語」 
規則内の{形容詞}と{名詞}は，形態素解析結果の品詞を
意味する．抽出規則に合致した単語が連用形の場合，身体

ではなく，動作を修飾するため除外する． 
性格は用語リストとのマッチングにより抽出する．ただ

し，係り受け解析の結果，動詞やサ変接続の名詞に係って

いるものは除外する．なお，用語リストは「基本的な性格

表現用語」[4]を参考に作成した． 
馬場らの論文[2]に準じて，人名を含む形式段落から抽出
されたすべての人物属性（性別，年齢，年代，職業，身体

的特徴，性格）を，その人物の人物属性として紐づける． 

2.2 提案手法 

提案手法については，我々の先行研究[1]で最良性能を記
録した BiLSTM-CRF-pos10 モデル（抽出モデル）を利用し
て，人名と人物属性を抽出する．抽出モデルで用いるタグ

の種類と例を表 1 に示す．提案手法では，小説テキストの
各文に抽出モデルを適用した後，NAME（人名）タグが付
与されている形態素列を人名として抽出する．そして，馬

場らと同様，抽出された人名を含む形式段落において，

MF，AGE，STATE，PRO タグが付与されているすべての
形態素列を，その人物の人物属性として紐づける．それ以

外のタグは，対象外とする．また，MF（性別）タグでは
性別を区別していないため，MF タグが付与された形態素
列に対して，既存手法と同じ性別辞書を用いて分類する．  
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表 1. 提案手法で用いるタグの種類と例 
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3. 評価実験 
3.1 正解データ 

我々の先行研究[1]では，小説家になろうに掲載されてい
るファンタジー小説を用いてデータセットを構築した．デ

ータセットに含まれる 2作品（各 789文と 394文）の教師
データを基に，本実験で利用する正解データを構築する． 
先行研究[1]の教師データは，IOB2 形式のタグが付与さ
れた固有表現抽出用データであり，人物と人物属性を紐づ

ける情報は付与されていない．そこで，NAME タグと MF，
AGE，STATE，PRO タグを人手で紐づけて，正解データ
を構築した．具体的には，人物属性タグに，対象小説の中

で当該人物を表す最長の人物名を付与することで構築した． 

3.2 実験方法 

2 作品に対して，馬場らの手法（既存手法）と提案手法
（BiLSTM-CRF-pos10 モデル）を適用し，正解データとの
一致率で各手法の性能を評価する．各人物属性の抽出性能

は人名の抽出性能に大きく影響を受けるため，本実験では

既存手法，提案手法ともに，正解データの NAME タグを
利用し，人名が完全に抽出できた場合の結果で評価する．

評価指標は precision，recall，F 値とする．また，人物が一
人以上出現する形式段落内の全てのタグが形式段落内の人

物と紐付けられた場合の理想値も算出して比較する．なお，

ベースライン手法の身体的特徴と性格は，STATE タグの
正解を基に判定する． 

3.3 結果 

理想値および 2 つの手法の評価結果を表 2 に示す． MF
（性別）において，両作品で既存手法が提案手法を上回っ

た．STATE（身体的・精神的特徴）においては，両作品で
提案手法が既存手法を上回った．PRO（職業・立場）につ
いては，F 値で見れば，作品 1 で提案手法は既存手法を上
回っているが，既存手法は recallが 100%を記録している．
また，理想値では作品 1 において，MF，PRO タグで完璧
に紐づけることができたが，作品 2 において，AGE，PRO
タグで全く正解が導出できなかった．STATE タグでは，
それぞれ 6~7割程度の属性を紐づけることができた． 

4. 考察 
表 2 より，既存手法，提案手法ともに STATE（身体
的・精神的特徴）と PRO（職業・立場）の性能が低いこと
がわかる．特に precisionが低い理由は，文中に出現する人
物属性を同段落に出現する人物全員に付与していることが

原因であると考える．理想値と比較すると，既存手法，提

案手法ともに理想値を大きく下回っている．この問題につ

いては，人名との距離や係り受け，周辺での出現回数など

の閾値を用いた別の紐付け手法を検討することで，性能向

上を図ることができると考える． 
MF（性別）において，既存手法は，提案手法を上回り 
，理想値と同等の結果を記録した．これは，性別表現とし

て出現する語彙は種類が少なく，多様性もないため， パタ
ーンマッチングの優位性がでたと考える． 
既存手法が AGE（年齢）属性をまったく抽出できなかっ
た理由は，年齢を意図する表現が「少年」「17」「七つ」
など，規則で記述しきれない多様性をもつことが原因と考

えられる．また，規則に該当する表現があっても，対象と

なる人物が形式段落に存在しないことも要因として挙げら

れる．後者に関しては，提案手法でも影響を受けている． 
理想値では，作品 2において AGE，PROの抽出性能が 0
となっていることから，作品によっては，該当する人名が

全く存在しない形式段落にも人物属性が書かれていること

がわかる．例えば，「彼」「彼女」「この男の子」などの

表現は特定の人物を表す可能性があるが，代名詞的な用法

で使われるために同じ形式段落内に該当する人名が出現し

ないことがある．さらに，代名詞に紐づいて他の属性が出

現する場合もある．また，先行研究[2]では，青空文庫の英
米文学の推理小説を評価対象に利用しているが，本実験で

利用した小説は Web 小説である．Web 小説では，可読性
向上のために頻繁に形式段落が区切られる（形式段落が短

い）傾向にある．よって，本来は同一段落となる部分が別

段落となり，人物名が出現しない段落に人物情報が出現す

る事例が増加したと考えられる．今後は，形式段落以外の

文章の区切り方を検討する必要がある． 

5. 終わりに 
本稿では，ファンタジー小説の本文から抽出した人物情

報の構造化に向け，パターンマッチングに基づく既存手法

と固有表現抽出に基づく提案手法での抽出性能を比較した．

実験の結果，固有表現抽出に基づく提案手法は， STATE
（身体的・精神的特徴）について，パターンマッチングに

基づく既存手法を上回る性能を記録した．一方，AGE（年
齢）と PRO（職業立場）について，作品 1では既存手法を
上回ったが，作品 2 では既存手法と同様に全く正解が抽出
できない結果となった．理想値およびこれらの結果から，

形式段落に基づいて文中に出現する人物属性と人名の紐付

ける手法の限界を確認した．また，MF（性別）について
は，パターンマッチングによる手法の性能が高くなり，多

様性が少ない属性については，規則で抽出する優位性も確

認できた． 
今後は，人名と人物属性の距離や係り受け関係，人名周

辺での当該人物情報の出現回数などを用いた紐付け手法や，

ゼロ代名詞補完，人名の前後数文などの新たな文章の区切

り方などについて検討し，人物情報を構造化する手法を完

成させる． 
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表 2. NAMEタグを利用した場合の抽出性能 
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